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令 和 ２ 年 度 

事  業  報  告  書 
 

事業概要 

  １．はじめに 

    令和２年度は、縮小傾向にあった事業の一部拡大や休止事業復活の検討など内容の充実に努め、 

財団設立の目的である地域文化の振興とふれあい、ゆとりのある地域づくりに貢献出来るよう推

進していくことを事業計画に掲げ、県、市町、県内文化団体と連携しながら事業運営を行った。 

    新型コロナウイルスの感染が拡大する中、中止を余儀なくされる事業も相次いだが、感染拡大

防止対策を徹底したうえで、リモートの活用など様々な創意工夫により実施した結果、事業執行

率は７９．８％となった。（令和２年６月１７日承認補正予算事業費比） 

 

  ２．事業の実施概要    

        令和２年度に実施した事業の概要は、次のとおり。 

 

１）地域文化及び科学技術の振興、並びに青少年等の人材育成に関する事業 

（定款第 4 条第 1 号）            決算額   ５，５１０，０００円 

 

① 市民文化団体の活動に関する事業に対して助成 

「はばたけ未来へ」実行委員会など                 ２団体 

② 地域文化の醸成・継承活動に関する事業に対して助成            

 味真野茶保存会                          １団体 

③ ボランティア団体活動に関する事業に対して助成 

NPO 法人越前市障がいスポーツクラブ                  １団体 

④ 市民芸術文化団体の活動に関する事業に対して助成 

福井県文化協議会                           １団体 

⑤ 伝統芸能・伝統行事保存と継承者の育成に関する事業に対して助成 

三国節保存会など                           ４団体 

⑥ 郷土の歴史、文化の保存・伝承活動に関する事業に対して助成 

豊原史跡保存会                            １団体 

⑦ 福井県高等学校総合文化祭育成支援事業 

福井県高等学校文化連盟が開催した音楽フェスティバルや新聞展、芸能祭及び演劇

祭等の「福井県高等学校総合文化祭（令和２年６月１日～令和３年２月５日）」に対

して助成し、県内の高等学校文化部門の振興育成を図った。     

⑧ 県かきぞめ競書大会・作品展への特別協賛 

福井新聞社が主催する第８５回県かき初め競書大会（県下小・中・高生及び大学生

を対象とする書初め作品の公募・席上揮毫大会など）に特別協賛し、推薦作品中、小・

中学生１１名に財団賞を授与した。なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

席上揮毫大会、表彰式は中止となった。（審査結果は令和３年２月１日付け福井新

聞に掲載し公表）                      

公益財団法人 げんでんふれあい福井財団 
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⑨ 風花随筆文学賞 

風花随筆文学賞実行委員会が主催する第２４回風花随筆文学賞（福井県出身の作家、

津村節子氏の随筆集「風花の街から」にちなんで随筆作品を全国から広く募集するコン

テスト）に特別協賛し、２名(一般の部１名、学生の部１名)にげんでんふれあい福井財

団賞を授与した。令和３年３月７日（日）に表彰式が行われたが、新型コロナウイルス

感染状況に鑑み、県内受賞者のみで実施した。（審査結果は令和３年３月４日付け

福井新聞に掲載し公表） 

   応募作品数 ４,９０８編（一般の部１,８２６編、高校生の部３,０８２編） 

最優秀賞     ２名（一般の部１名、高校生の部１名） 

優秀賞    １０名（ 〃  ５名、  〃  ５名） 

佳 作     ４名（高校生の部のみ） 

奨励賞    １０名（高校生の部のみ） 

⑩ 若狭路文化研究所出版事業への特別協賛 

敦賀市の旧北前船主である大和田家（大和田荘兵衛）の日記の一部欠落していた部

分（慶応 2年 3月～慶応４年正月、～明治 7年）が新たに見つかったため、「敦賀湊

北前船主 大和田日記」と題して現代語に翻刻（翻訳）する出版事業に特別協賛した。 

発行部数３００部 

⑪ 気比史学会出版事業への特別協賛（新規事業） 

気比史学会会長が東京敦賀人会会報に寄稿（H19.1～H29.1、19 回ｼﾘｰｽﾞ）した古代か

ら明治、大正に至るまでの敦賀史に現代までの史実を追記し、「敦賀の歴史探訪」と

題して冊子化する事業に特別協賛した。 

 発行部数４００部 

⑫ 福井公募写真展への特別協賛（新規事業） 

福井新聞社が主催する福井県内の写真愛好家や学生を対象にした県内最大の  

公募写真展「第２３回福井写真グランプリ」に特別協賛した。 

  表彰式 令和２年１１月２８日（土）       （福井新聞社風の森ホール） 

 作品展 令和２年１１月２６日（木）～３０日（月）（福井新聞風の森ギャラリー） 

     令和２年１２月 ４日（金）～６日（日） （福井新聞社鯖江支社） 

 

 

２）ふれあい及びゆとりの創造に関する事業（定款第４条第２号） 

                          決算額 １，４７６，４５０円 

① 文化講演会の開催（嶺北地区） 

・演   題     実践！ 今すぐできる心身ともにマイナス５才！ 

  ・実 施 日      令和２年１１月２３日（月・祝日） 

  ・実施場所      福井県生活学習館 

 ・講   師      桐生 のぼる氏（元宝塚歌劇団） 

・入 場 者      福井県連合婦人会会員約２００名 

・共  催     福井県連合婦人会 
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② 文化講演会の開催（嶺南地区） 

  ・演  題    認知症が私たち家族にくれたギフト 

  ・実 施 日    令和３年２月６，７日（土・日）に小浜市内ＣＡＴＶで放映 

  ・実施場所    ケーブルテレビ局「チャンネルＯ」にて収録映像放映 

  ・講   師    信友 直子 氏（映画監督） 

  ・視聴対象    小浜市民 

  ・共   催    小浜市連合婦人会 

③ 音楽会等への協賛事業 

１）福井エフエム放送主催「FM 福井ビート・フェニックス 2020」に協賛      

   令和２年９月１２日（土） 福井フェニックス・プラザ        

２）県文化振興事業団主催「ハーモニーぴくにっく（３回公演）」に協賛 

   １回目 令和２年１１月１８日（水） ハーモニーホールふくい 

   ２回目 令和３年 ２月１７日（水） ハーモニーホールふくい 

   ３回目 令和３年 ３月１０日（水） ハーモニーホールふくい 

３）県文化振興事業団主催「福井県新人演奏会 2021」に協賛 

   令和３年３月２１日（日） ハーモニーホールふくい       

 

３）その他目的を達成するために必要な事業（定款第４条第３号） 
   決算額  ２，１８１，２００円 

① げんでんふれあい福井財団レポート掲載 

（一社）福井県文化協議会発行の機関紙「文協（第７１号）」に（公財）げんでんふれ 

あい福井財団レポート（４ﾍﾟｰｼﾞ）を掲載し、財団の広報を行なった。 

② 令和３年度助成事業公募広告 

   令和３年度助成事業公募期間中に以下の新聞広告を行った。 
・福井新聞へ募集広告掲載（令和２年１２月１５日） 

・福井新聞企画広告「ぷりん」へ募集広告掲載 

（令和３年１月１０日、１月２０日、１月２９日、２月１１日） 

③ 財団ホームページによる広報 

地域文化振興のため、財団の事業内容・活動や県内文化活動等の紹介など、随時内容

を更新しながら県民等に広く伝えた。 

また、ホームページのデザインを刷新するとともにスマートホンにも適応出来るよう

リニューアルした。（令和３年１０月１日運用開始） 

 

 

３．会議等 

   理事会・評議員会 

①理事会 

     第１８回定時理事会   令和２年 ６月 ３日（水） 於：敦賀市あいあいプラザ 

     臨時理事会       令和２年１０月１５日（木） 書面開催 

     臨時理事会       令和３年 ２月 ４日（木） 書面開催 

     第１９回定時理事会   令和３年 ３月 ４日（木） 於：繊協ビル 

    ②評議員会 

第１８回定時評議員会  令和２年 ６月１７日（水） 於：敦賀市あいあいプラザ 

     第１９回臨時評議員会  令和３年 ３月 ４日（木） 於：繊協ビル 

 

以 上 


